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1 はじめに 

技術部再編計画に伴う新規 WG 業務への対応に向けて制御技術の習得の必要性を感じたので、技術部が実

施している短期集中技術研修制度に応募した。制御機器の取扱いを基礎から一通り習得出来る「オムロン定

期セミナ」のうちの 3 コースを受講したので報告する。 

2 内容 

オムロン社が全国５会場で開催している「オムロン定期セミナ」は，オムロン社の製品である各種制御機

器を教材として，FA ( Factory Automation )制御の基礎から実践に至るまでのユーザ教育を目的としたセミ

ナである． 今回，制御分野のベーシックコースとなる「(a) 制御機器入門」「(b) パッケージ型 PLC 基礎」

「(c) パッケージ型 PLC実践」の 3 コースを受講した。（いずれも、オムロン（株）福岡事業所にて開催） 

2.1 「制御機器入門」（9 月 7 日～8 日） 

本コースは，制御の基本機器であるスイッチ，センサ，リレー，  

タイマ，カウンタ等の動作理解のため，予め組まれた実験装置に機器 

を接続させて（図 1），その動作を確認しながら学習するコースである． 

制御理論の基本講義も含まれ，初心者向けに大変丁寧で分りやすい． 

とりわけ講師の方の教え方は，技術職員が学生実験で学生を指導する 

際に必要な教授技術という点でも大変参考になるものであった．基礎 

を学ぶ上で，教材も含めて洗練された質の高い講習であると感じた． 

2.2 「パッケージ型 PLC 基礎」（9 月 10 日） 

本コースは，上記(a)の知識を「異物検査工程付 搬送コンベア」 

モデル（図 3）へと発展させ，単体動作可能な機能を持つパッケージ 

型 PLC( Programable Logic Controler )で集中制御して，駆動させる 

ものである(図 1)．プログラミングは CX-Programmer という独自開発 

ツールを用いて PC 上で行い，USB接続で PCL に送り動作を確認する． 

PLCの概要や機器認識のためのアドレス割振りルールの学習，実際の 

接続やラダー・プログラムの演習の基礎などを学ぶことが出来た． 

2.3 「パッケージ型 PLC 実践」（9 月 29 日～9 月 30 日） 

本コースは，上記(b) をベースに，製造ライン構成時の要求仕様を満たすようなラダー・プログラムを構

造化しながら段階的に組んでいき，完成動作を目指すものである．異常時の停止・検査等，安全確保や製品 

管理のための割込み処理，自動運転と手動運転の２モード化，スイッチのチャタリング対策等，現場のノ

図 1 制御機器の学習キット 

図 2 生産工場の制御モデル 
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ウハウをふんだんに盛り込んだ内容の蜜な演習であった． 

PLCの選定，エラー対処方法などのポイント解説もあり，オムロン社 

の制御製品を用いて基本的な生産ラインが作れるような知識が得られ 

た． 

但し，内容が多いゆえかやや駆け足で詰め込み的な印象があり，理解 

は出来たが，自分でじっくり考えてプログラミングを行う時間が足り 

ないと感じる部分もあった． 

 

3 まとめ 

3 コースの受講を通じて，基本的な制御機器類の動作や配線，シーケンス制御型プログラミングの技法を

学ぶことが出来た．入念なエラー対策やタイミング制御の考え方など，今後の開発業務に活かせる点が多々

あるように思う．実際の開発の際には，よく復習して参考にしたい． 

図 3 実践コースの学習環境 
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